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主 論 文 の 要  旨  
 
Prognostic significance of PRAME expression based on 
immunohistochemistry for diffuse large B-cell lymphoma patients treated 
with R-CHOP therapy ( R-CHOP 療法を受けたびまん性大細胞型 B 細胞リ
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【要 旨】  







いて検討した。対象症例は 160 例で、PRAME 高発現 DLBCL 症例を 21 例に
認めた。単変量解析において PRAME 高発現群は PRAME 低発現群と比較
し、有意に 5 年無増悪生存率が低く、 5 年全生存率も低い傾向にあった。多変
量解析を用いた補正比較でも、PRAME 高発現群は PRAME 低発現群と比較
し、有意に無増悪生存が不良であった。また、凍結保存検体を有した 40 例に
おける、定量的 PCR 法を用いた PRAME 遺伝子の発現解析では、PRAME 高
発現群は有意にその発現量が高いことが確認された。PRAME 高発現 DLBCL
は標準的な R-CHOP 療法の有効性が低い可能性が示された。PRAME は
DLBCL における新たなバイオマーカーおよび治療標的となる可能性がある。  
